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曹
魏
・
西
晉
に
仕
え
た
傅
玄
（
二
一
七
～
二
七
八
年
）
は
、
多
く
の
文
章
を
著
し
、
武
帝
司
馬
炎
に
た
び
た
び
上
疏
を
行
っ
た
。『
晉
書
』
卷
四
十 

七 

傅
玄
傳
は
、
本
文
の
過
半
を
上
疏
の
内
容
が
占
め
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
泰
始
年
間
（
二
六
五
～
二
七
四
年
）
前
期
と
い
う
西
晉
草
創
期
に
呈
さ
れ

て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
國
家
の
政
治
方
針
を
定
め
る
重
要
な
時
期
の
も
の
で
あ
っ
た
。
傅
玄
は
西
晉
司
馬
氏
政
權
の
官
僚
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
諸
政
策
に
攜
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
、
泰
始
四
（
二
六
八
）
年
に
傅
玄
が
奉
じ
た
屯
田
・
農
事
お
よ
び
異
民
族
政
策
に
關
す
る
具
體
的
な
五
つ
の
便
宜
、
い
わ
ゆ
る
「
便
宜
五

事
」（
以
下
、
「
便
宜
」
と
稱
す
る
）
を
取
り
あ
げ
る
。
西
晉
は
後
漢
の
よ
う
に
儒
教
を
重
視
し
た
國
家
で
あ
り
、
ま
た
、
五
胡
十
六
國
時
代
へ
と
繫
が
る

異
民
族
が
擡
頭
し
て
い
く
と
き
で
も
あ
る
。
こ
の
「
便
宜
」
の
内
容
か
ら
、
魏
晉
期
の
政
治
・
制
度
が
抱
え
る
問
題
點
を
照
射
す
る
と
と
も
に
、

傅
玄
の
政
治
思
想
お
よ
び
夷
狄
觀
と
そ
の
立
腳
す
る
と
こ
ろ
を
檢
討
す
る
。
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一
、
典
農
官
と
し
て

　

傅
玄
は
字
を
休
奕
と
い
い
、
涼
州
北
地
郡
泥
陽
縣
の
人
で
あ
る
。
祖
父
の
傅
燮
は
後
漢
末
に
漢
陽
太
守
を
務
め
、
父
の
傅
幹
は
曹
魏
に
仕
え
て

扶
風
太
守
と
な
っ
た
。
傅
玄
も
曹
魏
で
弘
農
太
守
、
西
晉
で
司
隸
校
尉
に
就
官
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
地
の
傅
氏
は
「
世
〻
二
千
石
」
の
家
柄

と
言
っ
て
よ（
一
）い
。
曹
魏
末
期
に
五
等
爵
が
建
て
ら
れ
る
と
、
傅
玄
は
男
爵
を
授
け
ら
れ
、
西
晉
建
國
後
に
は
子
爵
に
進
ん
だ
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄

傳
）。
泰
始
四
（
二
六
八
）
年
に
水
害
・
旱
魃
が
起
こ
る
と
、
傅
玄
は
五
つ
の
政
策
を
上
疏
し
た
。
其
一
か
ら
其
四
ま
で
は
屯
田
や
農
事
・
水
利
に
關

す
る
内
容
で
あ
る
。
其
一
か
ら
順
番
に
檢
討
し
て
い
こ
う
。

其
の
一
に
曰
く
、
耕
夫
は
多
く
種
に
務
む
れ
ど
も
耕
暵か

れ
て
熟
せ
ず
、
徒
ら
に
功
力
を
喪う
し
なひ
て
收
む
る
こ
と
無
し
。
又
舊も

と
兵
の
官
牛
を
持

つ
者
、
官
は
六
分
を
得
、
士
は
四
分
を
得
、
自
ら
私
牛
を
持
つ
者
は
、
官
と
中
分
す
。
施
行
す
る
こ
と
來
久
に
し
て
、
衆
心
之
に
安
ん
ず
。

今 

一
朝
に
減
じ
て
、
官
牛
を
持
つ
者
、
官
は
八
分
を
得
、
士
は
二
分
を
得
た
り
。
私
牛
を
持
つ
及
び
牛
無
き
者
、
官
は
七
分
を
得
、
士
は
三

分
を
得
た
り
。
人 

其
の
所
を
失
へ
ば
、
必
ず
歡
樂
せ
ず
。
臣
愚 

以
爲
へ
ら
く
、
宜
し
く
佃
兵
の
官
牛
を
持
つ
者
に
は
四
分
を
與
へ
、
私
牛
を

持
つ
は
官
と
中
分
す
べ
し
。
さ
す
れ
ば
則
ち
天
下
の
兵
は
歡
然
悅
樂
を
作な

し
、
成
穀
を
愛
惜
し
、
損
棄
の
憂
へ
有
る
無
し
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅

玄（二
）傳
）。

　

こ
こ
で
は
官
に
對
し
て
「
士
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
軍
士
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
行
う
農
事
、
す
な
わ
ち
軍
屯
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
官
牛
を
持
つ
者
は
官
六
士
四
、
私
牛
を
持
つ
者
は
官
・
士
で
中
分
す
る
と
い
う
の
が
從
來
の
徴
收
率
で
あ
っ
た
。
や
が
て
、
前
者
は
官
八
士

二
、
後
者
は
官
七
士
三
と
い
う
よ
う
に
、
士
へ
の
負
擔
が
大
き
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
傅
玄
は
徴
收
率
を
戻
す
よ
う
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
提
言
は
、
傅
玄
が
曹
魏
政
權
で
典
農
校
尉
に
就
い
た
と
い
う
經
歴
が
背
景
に
あ
ろ（
三
）う
。
典
農
校
尉
は
、
典
農
中
郎
將
・
典
農
都
尉
な
ど
と
と

も
に
屯
田
を
管
轄
す
る
典
農
官
の
一
つ
で
、
諸
官
が
置
か
れ
た
地
域
に
は
、
民
が
耕
作
を
行
う
典
農
部
屯
田
、
い
わ
ゆ
る
民
屯
が
存
在
し
た
。
や
が

て
、『
三
國
志
』
卷
四 

三
少
帝 

陳
留
王
奐
紀
に
、「
是
の
歲
、
屯
田
官
を
罷
め
て
以
て
政
役
を
均
し
く
し
、
諸
典
農
は
皆 

太
守
と
爲
し
、
都
尉
は 
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皆 

令
長
と
爲
す
（
是
歲
、
罷
屯
田
官
以
均
政
役
、
諸
典
農
皆
爲
太
守
、
都
尉
皆
爲
令
長
）」
と
あ
り
、『
晉
書
』
卷
三 

武
帝
紀
の
泰
始
二
（
二
六
六
）
年
の
條
に
、

「
十
二
月
、
農
官
を
罷
め
て
郡
縣
と
爲
す
（
十
二
月
、
罷
農
官
爲
郡
縣
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
曹
魏
最
末
期
か
ら
西
晉
初
期
に
か
け
て
、
典
農
官
は
守
令

へ
、
屯
田
民
も
一
般
の
郡
縣
民
と
負
擔
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
な
り
、
民
屯
も
廢
止
さ
れ
た
。
西
晉
は
新
た
な
土
地
制
度
と
し
て
占
田
・
課
田
制

を
導
入
す
る
に
至
る
。「
便
宜
五
事
」
を
上
疏
し
た
泰
始
四
（
二
六
八
）
年
の
時
點
で
典
農
官
と
民
屯
は
な
く
な
っ
て
お
り
、「
便
宜
」
其
一
も
軍
屯
に

つ
い
て
の
言
及
だ
が
、
好
並
隆
司
〈
一
九
五
八
〉
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
典
農
部
屯
田
は
軍
糧
生
產
を
主
と
す
る
が
、
軍
事
的
要
素
を
持
た
ざ
る
を
得

ず
、
そ
の
勞
働
力
を
農
事
と
軍
事
と
に
合
理
的
に
統
制
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
竹
園
卓
夫
〈
一
九
七
二
〉
は
、
兵
役
を
含
む
不
定
期
の
徭

役
に
使
役
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
す（
四
）る

。
な
ら
ば
、
典
農
校
尉
と
し
て
の
政
治
經
驗
は
軍
屯
に
關
す
る
提
言
に
も
應
用
可
能
で
あ
ろ
う
。
西

嶋
定
生
〈
一
九
五
六
〉
は
、
軍
屯
と
典
農
部
屯
田
の
徴
收
率
が
お
そ
ら
く
同
樣
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す（

五
）る

。
す
な
わ
ち
、
傅
玄
は
典
農
部
屯
田
の
徴

收
率
に
合
わ
せ
て
軍
屯
の
徴
收
率
を
戻
し
、
士
の
負
擔
輕
減
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
擧
げ
る
「
便
宜
」
其
二
も
農
事
に
關
し
て
の
地
方
官
へ
の
訓
戒
で
あ
る
。

其
の
二
に
曰
く
、
以お
も

ふ
に
二
千
石
は
農
に
務
む
る
の
詔
を
奉
ず
る
と
雖
も
、
猶
ほ
心
を
勤
め
て
以
て
地
の
利
を
盡
く
さ
ず
。
昔 

漢
氏
は
墾
田

の
實
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
徴
し
て
二
千
石
を
殺
す
こ
と
十
を
以
て
數
ふ
。
臣
愚 

以
爲
へ
ら
く
、
宜
し
く
漢
氏
の
舊
典
を
申の

べ
て
、
以
て
天
下

の
郡
縣
を
警
戒
し
、
皆 

死
刑
を
以
て
之
を
督
す
べ
し
（
『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄（六
）傳
）。

　

當
時
、
秩
祿
二
千
石
相
當
の
官
は
農
事
に
務
め
る
べ
き
詔
を
受
け
て
も
、
そ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
。
遡
れ
ば
、
漢
代
で
は
墾
田
の
申
告
が
實
狀
と

違
っ
て
い
た
た
め
、
多
く
の
太
守
を
處
刑
し
た
。
傅
玄
は
こ
れ
に
倣
う
こ
と
を
提
言
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
件
は
、『
後
漢
書
』
本
紀
一
下 

光
武
帝

紀
下
の
建
武
十
六
年
の
條
に
、「
秋
九
月
、
河
南
尹
の
張
伋
及
び
諸
郡
守
十
餘
人
、
度
田
の
實
な
ら
ざ
る
に
坐
し
、
皆 

獄
に
下
さ
れ
て
死
す
（
秋
九

月
、
河
南
尹
張
伋
及
諸
郡
守
十
餘
人
、
坐
度
田
不
實
、
皆
下
獄
死
）」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
こ
の
事
件
を
『
後
漢
書
』
か
ら
も
う
詳
し
く
見
て
い
く
。

（
建
武
）
十
三
年
、邑
を
增
し
、更
め
て
竟
陵
侯
に
封
ず
。
是
の
時
、天
下
の
墾
田
は
多
く
實
を
以
て
せ
ず
、又 

戸
口
年
紀
は
互
ひ
に
增
減
有
り
。

十
五
年
、
詔
し
て
州
郡
に
下
し
て
其
の
事
を
檢
覈
せ
し
む
る
も
、
而
る
に
刺
史
・
太
守
は
多
く
平
均
な
ら
ず
。
或
も
の
は
豪
右
を
優
饒
し
、
羸
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弱
を
侵
刻
し
た
れ
ば
、
百
姓
は
嗟
怨
し
、
道
を
遮
り
て
號
呼
す
。
時
に
諸
郡 

各
〻
使
を
遣
は
し
て
事
を
奏
せ
し
む
。
帝 

陳
留
の
吏
の
牘
の
上

に
書
有
る
を
見
、
之
を
視
る
に
云
ふ
に
、「
潁
川・弘
農
に
は
問
ふ
可
き
も
、
河
南・南
陽
に
は
問
ふ
可
か
ら
ず
」
と
。
帝 

吏
に
由
趣
を
詰
す
も
、

吏
は
服
す
る
を
肯
ん
ぜ
ず
、
抵あ
ざ
むき
て
長
壽
街
上
に
於
て
之
を
得
た
り
と
言
ふ
。
帝 

怒
る
。
時
に
顯
宗
は
東
海
公
爲た

り
、
年
十
二
。
幄
の
後
に

在
り
て
言
ひ
て
曰
く
、「
吏
は
郡
の
敕
を
受
け
、當
に
墾
田
を
以
て
相 

方
べ
ん
と
欲
せ
し
の
み
な
る
べ
し
」と
。
帝
曰
く
、「
即も

し
此
の
如
く
ん
ば
、

何
の
故
に
か
河
南
・
南
陽
に
は
問
ふ
可
か
ら
ず
と
言
ふ
」
と
。
對
へ
て
曰
く
、「
河
南
は
帝
城
に
し
て
、
近
臣
多
く
、
南
陽
は
帝
鄕
に
し
て
、

近
親
多
し
。
田
宅
は
制
を
踰
へ
、準
と
爲
す
可
か
ら
ず
」
と
。
帝
は
虎
賁
將
を
し
て
吏
を
詰
問
せ
し
め
る
に
、吏
は
乃
ち
實
に
首
服
す
る
こ
と
、

顯
宗
の
對
へ
の
如
し
。
是
に
於
て
謁
者
を
遣
は
し
て
考
實
せ
し
め
、
具
さ
に
姦
狀
を
知
る
。
明
年
、
隆
は
坐
し
て
徴
せ
ら
れ
て
獄
に
下
り
、
其

の
疇
輩
十
餘
人 

皆 

死
す
。
帝 

隆
は
功
臣
な
る
を
以
て
、
特
に
免
じ
て
庶
人
と
爲
す
（『
後
漢
書
』
列
傳
十
二 

劉
隆（七
）傳
）。

　

後
漢
初
期
、
墾
田
の
申
告
が
實
狀
と
違
っ
て
い
た
た
め
、
建
武
十
五
（
三
九
）
年
に
檢
地
を
行
う
も
、
豪
族
の
抵
抗
お
よ
び
官
僚
の
不
正
に
よ

り
、
民
に
多
く
の
負
擔
が
か
か
り
、
怨
嗟
の
聲
が
あ
が
っ
た
。
帝
城
の
河
南
郡
と
帝
鄕
の
南
陽
郡
で
は
特
に
ひ
ど
く
、
改
め
て
調
査
し
、
不
正
の
實

態
を
知
る
。
河
南
尹
の
張
伋
ら
十
數
人
の
太
守
は
死
刑
と
な
り
、
南
陽
太
守
の
劉
隆
も
庶
人
に
貶
さ
れ（
八
）た
。
な
お
、
建
武
年
間
（
二
五
～
五
六
年
）
に

は
同
樣
の
事
件
が
た
び
た
び
起
こ
り
、
王
元
（『
後
漢
書
』
列
傳
三 

隗
囂
傳
）、
鮑
永
（
同
列
傳
十
九 

鮑
永
傳
）、
李
章
（
同
列
傳
六
十
七 

酷
吏 

李
章
傳
）、
牟
長
（
同

列
傳
六
十
九
上 

儒
林
上 

牟
長
傳
）
ら
が
「
墾
田
不
實
」
に
坐
し
て
處
分
さ
れ
る
な
ど
、
枚
擧
に
い
と
ま
が
な
い
。
建
國
草
創
期
の
混
亂
ゆ
え
に
か
か
る
不

正
が
發
生
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
度
田
政
策
に
つ
い
て
、
小
嶋
茂
稔
〈
二
〇
〇
二
・
二
〇
〇
三
〉
は
、「
少
な
く
と
も
建
武
年
間
を
通
じ
て
後

漢
の
豪
族
層
に
対
し
て
無
制
限
な
ま
で
の
經
濟
的
成
長
を
許
さ
な
い
と
す
る
政
治
的
姿
勢
は
一
貫
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
度
田
政
策
は
天
下
統
一

後
に
實
施
さ
れ
た
と
い
う
點
か
ら
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
」
と
述
べ（
九
）る
。
と
も
あ
れ
、
後
漢
初
期
の
よ
う
な
耕
地
申
告
の
不
正
は
、
曹
魏
・
西
晉

に
か
け
て
も
依
然
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

如
上
を
踏
ま
え
て
「
便
宜
」
其
二
を
檢
討
し
よ
う
。
一
般
に
「
二
千
石
」
と
は
秩
祿
二
千
石
の
郡
太
守
を
指
す
。
だ
が
、
當
時
の
政
治
狀
況
を
見

れ
ば
、
單
純
に
そ
れ
ら
を
指
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
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五

是
れ
よ
り
先
、諸
典
農 

各
〻
吏
民
を
部
し
、末
作
し
て
生
を
治
め
、以
て
利
入
を
要も

と

む
。芝 

奏
し
て
曰
く
、「
王
者
の
治
は
、本
を
崇
び
末
を
抑
へ
、

農
に
務
め
穀
を
重
ん
ず
。王
制
に
、『
三
年
の
儲
無
き
は
、國
は
其
の
國
に
非
ざ
る
な
り
』と
。管
子
の
區
言 

穀
を
積
む
を
以
て
急
と
爲
す
。方
今
、

二
虜 

未
だ
滅
び
ず
、
師
旅 

息
は
ず
。
國
家
の
要
は
、
惟
だ
穀
帛
に
在
り
。
武
皇
帝 

特
に
屯
田
の
官
を
開
き
、
專
ら
農
桑
を
以
て
業
と
爲
す
。

建
安
中
、
天
下
の
倉
廩 

充
實
し
、
百
姓 

殷
足
す
。
黃
初
よ
り
以
來
、
諸
典
農
に
生
を
治
め
、
各
〻
部
下
の
計
を
爲
さ
し
む
を
聽ゆ

る
せ
り
。
誠
に

國
家
大
體
の
宜
し
き
所
に
非
ざ
る
な
り
。夫
れ
王
者
は
海
內
を
以
て
家
と
爲
す
。故
に
傳
に
曰
く
、『
百
姓 

足
ら
ざ
れ
ば
、君 

誰
と
與
に
足
ら
ん
』

と
。
富
足
の
由
は
、
天
の
時
を
失
は
ず
し
て
地
力
を
盡
く
す
に
在
り
。
今 

商
旅
の
求
む
る
所
、
加
倍
の
顯
利
有
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
一
統

の
計
に
於
て
、
已
に
不
貲
の
損
有
り
、
墾
田
し
て
一
畝
の
收
を
益
す
に
如
か
ざ
る
な
り
。
夫
れ
農
民
の
田
に
事
ふ
る
や
、
正
月
よ
り
耕
種
し
、

耘
鋤
し
條
桑
し
、
耕
熯
し
麥
を
種う

ゑ
、
穫
刈
し
場
を
築
き
、
十
月
に
し
て
乃
ち
畢を

は
る
。
廩
を
治
め
て
橋
を
繫
ぎ
、
租
賦
を
運
輸
し
、
道
を
除
き

て
梁
を
理を
さ

め
、
室
屋
を
墐
塗
し
、
是
を
以
て
歲
を
終
へ
、
日
に
農
事
を
爲
さ
ざ
る
こ
と
無
き
な
り
。
今 

諸
典
農
、
各
〻
言
へ
ら
く
、『
留
む
る

者
は
行
者
の
爲
に
田
計
を
宗
と
し
、
其
の
力
を
課
す
も
、
勢
と
し
て
爾
ら
ざ
る
を
得
ず
。
廢
す
る
所
有
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
當
に
素
よ
り
餘
力
あ

る
べ
し
』
と
。
臣
愚 

以
爲
へ
ら
く
、宜
し
く
復
た
商
事
を
以
て
雜
亂
す
べ
か
ら
ず
、專
ら
農
桑
を
以
て
務
め
と
爲
し
、國
計
に
於
て
便
と
爲
せ
」

と
。
明
帝 

之
に
從
ふ
（
『
三
國
志
』
卷
十
二 

司
馬
芝（一
〇
）傳）。

　

文
帝
曹
丕
の
黄
初
年
間
（
二
二
〇
～
二
二
六
年
）
以
降
、
典
農
官
は
「
末
作
治
生
」
を
認
め
ら
れ
た
。
本
で
あ
る
農
を
措
い
て
、
末
で
あ
る
商
・
工
に

務
め
て
利
殖
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
れ
ば
、
農
事
を
怠
る
者
が
現
れ
た
り
、
農
事
以
外
の
負
擔
が
屯
田
民
に
か
か
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
司
馬
芝

の
上
疏
は
、
そ
う
し
た
本
末
轉
倒
の
狀
況
を
憂
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
帝
も
か
か
る
意
見
に
從
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
ど
こ
ま
で
改
善
さ
れ
た

か
は
不
明
だ
が
、
藤
家
禮
之
助
〈
一
九
六
二
〉
は
、
曹
魏
末
期
の
屯
田
制
の
行
き
詰
ま
り
に
つ
い
て
、「
末
作
治
生
」
が
許
さ
れ
た
こ
と
に
遠
因
を
求

め
、
收
穫
高
の
減
少
が
、
官
と
中
分
す
る
と
い
う
定
率
徴
收
法
ゆ
え
に
政
府
收
入
の
減
少
に
繫
が
り
、
屯
田
廢
止
の
一
理
由
と
な
っ
た
と
す（
一
一
）る
。
首

肯
し
得
る
見
解
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
便
宜
」
其
二
に
い
う
二
千
石
と
は
、
主
に
官
の
廢
止
に
伴
い
太
守
へ
と
改
め
ら
れ
た
か
つ
て
の
典
農
中
郎
將
（
秩
祿
二
千
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石
）・
典
農
校
尉
（
秩
祿
比
二
千
石
）
を
指
す
も
の
で
あ（
一
二
）る
。
自
身
も
典
農
官
で
あ
っ
た
傅
玄
は
、「
末
作
治
生
」
の
狀
況
と
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
結
果
を

理
解
し
て
い
た
。
二
千
石
に
よ
る
不
正
を
防
止
し
て
農
事
に
務
め
さ
せ
る
た
め
、
光
武
帝
に
範
を
求
め
、
嚴
罰
を
以
て
監
督
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し

た
の
で
あ
る
。
本
を
重
視
し
て
生
產
力
確
保
と
收
入
向
上
を
め
ざ
す
傅
玄
の
重
農
思
想
の
一
端
を
こ
こ
に
看
取
で
き
よ
う
。

二
、
水
利
と
人
事

　

「
便
宜
」
第
三
も
ま
た
農
事
に
關
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
水
利
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
す
。

其
の
三
に
曰
く
、
以
ふ
に
魏
初 

未
だ
意
を
水
事
に
留
め
ず
。
先
に
帝 

百
揆
を
統
べ
、
河
堤
を
分
か
ち
て
四
部
と
爲
し
、
本
と
を
并
せ
て
凡
そ

五
謁
者
と
す
る
は
、
水
功 

至
大
に
し
て
、
農
事
と
並
び
興
る
を
以
て
、
一
人
の
周
く
す
る
所
に
非
ざ
る
が
故
な
り
。
今 

謁
者
一
人
の
力
も
て
、

天
下
の
諸
水
を
行め
ぐ

る
も
、
時
に
徧あ

ま
ねき

を
得
る
こ
と
無
し
。
伏
し
て
見
る
に
、
河
堤
謁
者
の
車
誼
は
水
勢
を
知
ら
ず
。
轉
じ
て
他
職
と
爲
し
、
更

め
て
水
を
知
る
者
を
選
び
て
之
に
代
へ
、
分
ち
て
五
部
と
爲
し
、
各
〻
を
し
て
其
の
方
宜
を
精も
つ
ぱら
に
せ
し
め
よ
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄（一
三
）傳）。

　

河
堤
謁
者
は
、
水
利
を
管
轄
し
陂
池
・
河
渠
の
保
守
を
職
掌
と
す
る
。
天
下
の
河
川
を
管
轄
す
る
の
は
、「
一
人
の
周
く
す
る
所
に
非
ざ
る
」
こ

と
ゆ
え
、
管
轄
區
を
分
け
て
河
堤
謁
者
の
定
員
を
增
や
す
よ
う
求
め
た
。
傅
玄
の
水
利
に
關
す
る
見
解
を
知
る
上
で
參
考
に
な
る
の
が
、
魏
晉
交
代

期
ご
ろ
に
著
し
た
と
さ
れ
る
『
傅
子
』
で
あ
る
。

陸
田
な
る
者
、
命
は
天
に
懸か

く
る
な
り
。
人
の
力
も
て
修
む
と
雖
も
、
苟
く
も
水
旱
は
時
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
一
年
の
功 

棄
て
り
。
水
田
は

之
を
制
す
る
こ
と
人
に
由
り
、
人
の
力
も
て
苟
く
も
修
む
れ
ば
、
則
ち
地
の
利
は
盡
く
す
可
し
。
天
の
時
は
地
の
利
に
如
か
ず
、
地
の
利
は
人

の
和
に
如
か
ず
（『
太
平
御
覽
』
卷
八
百
二
十
一 

資
產
部
一 

田
引
『
傅
子
』
（
一
四
））。

　

水
田
を
治
め
る
の
は
人
の
力
と
し
、
そ
の
理
念
的
根
據
と
し
て
、『
孟
子
』
公
孫
丑
下
篇
の
「
天
時
」「
地
利
」「
人
和
」
を
引
く
。『
孟
子
』
の

本
文
で
は
軍
事
を
例
に
し
て
三
者
の
關
係
を
説
く
が
、
傅
玄
は
こ
れ
を
援
用
し
、
最
も
大
事
な
「
人
和
」
を
以
て
水
利
を
整
え
た
田
地
の
重
要
性
を
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主
張
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
河
堤
謁
者
の
增
員
は
「
人
和
」
の
重
視
す
る
方
策
に
則
る
も
の
と
言
え
る
。
同
時
に
傅
玄
は
、
現
職
の
河
堤
謁

者
の
車
誼
を
更
迭
し
て
水
利
に
通
じ
た
者
を
就
け
る
よ
う
提
言
す
る
。
こ
う
し
た
人
事
思
想
は
、
「
便
宜
」
に
先
立
っ
て
呈
し
た
上
疏
に
も
見
ら
れ

る
。

臣
聞
く
な
ら
く
、
舜
は
五
臣
を
擧
げ
、
無
爲
に
し
て
化
し
、
人
を
用
ひ
て
其
の
要
を
得
る
な
り
。
天
下
の
羣
司 

猥
り
に
多
く
、
審
ら
か
に
其

の
人
を
得
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
人
を
得
ざ
る
こ
と
一
日
な
れ
ば
、則
ち
損
し
て
貲あ
が
なへ

ず
。
況
ん
や
日
を
積か

さ
ぬ
る
を
や
。
典
謨
に
曰
く
、

「
庶
官
を
曠む
な

し
く
す
る
無
か
れ
」
と
は
、
職
の
久
し
く
廢
す
可
か
ら
ざ
る
を
言
ふ
な
り
。
諸
れ
疾
病
有
る
こ
と
滿
百
日
に
し
て
差い

え
ざ
れ
ば
、

宜
し
く
職
を
去
ら
し
め
、
其
の
禮
秩
を
優
し
て
之
を
寵
存
し
、
既
に
差
え
て
後
に
更
め
て
用
ふ
べ
し
。
臣 

職
を
朝
に
廢
さ
ず
、
國 

官
を
曠
し

く
す
る
の
累わ
づ
らひ

無
き
は
、
此
れ
王
政
の
急
な
り
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄
傳
（
一
五
））。

　

傅
玄
は
『
尚
書
』
皐
陶
謨
の
「
庶
官
を
曠
し
く
す
る
無
か
れ
」
を
典
據
と
し
て
、
適
材
適
所
の
人
事
を
行
い
、
む
だ
な
官
職
を
な
く
す
よ
う
主

張
し
た
。
加
え
て
、
拙
稿
〈
二
〇
一
七
〉
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
傅
子
』
授
職
篇
に
お
い
て
も
や
は
り
前
述
の
『
尚
書
』
皐
陶
謨
を
引
用
し
て
適
材

適
所
の
人
事
の
重
要
性
を
説（
一
六
）く

。
つ
ま
り
、
水
利
に
通
じ
ぬ
車
誼
が
河
堤
謁
者
に
就
官
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
理
念
に
も
と
る
こ
と
で
あ
る
。「
便

宜
」
其
三
は
、
如
上
の
儒
教
經
典
に
基
づ
く
提
言
で
あ
っ
た
。

　

續
く
「
便
宜
」
其
四
の
内
容
を
以
下
に
擧
げ
よ
う
。
こ
れ
も
ま
た
農
事
お
よ
び
水
利
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。

其
の
四
に
曰
く
、
古
は
歩
百
を
以
て
畝
と
爲
し
、
今
は
二
百
四
十
歩
を
以
て
一
畝
と
爲
し
、
覺
る
所 

倍
に
過
ぐ
。
近
ご
ろ
魏
初
の
田
に
課
す

る
や
、
其
の
頃
畝
を
多
く
す
る
こ
と
に
務
め
ず
、
但
だ
其
の
功
力
を
修
む
る
こ
と
に
務
む
。
故
に
白
田
は
收
む
る
こ
と
十
餘
斛
に
至
り
、
水
田

は
數
十
斛
を
收
む
。
頃
ち
か
ご
ろよ
り
以
來
、
日
ご
と
に
田
の
頃
畝
の
課
を
增
し
、
而
し
て
田
兵 

益
〻
功
を
甚
だ
し
く
し
、
修
理
す
る
能
は
ず
。
畝
數

斛
に
し
て
已
に
還
し
、
或
い
は
以
て
種
を
償
ふ
に
足
ら
ざ
る
に
至
る
。
曩さ

時き

と
天
地
を
異
に
し
、
災
害
に
横
遇
す
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
其
の

病
は
正
し
く
務
め
て
頃
畝
を
多
く
す
る
も
功 

修
め
ざ
る
に
在
る
の
み
。竊
か
に
見
る
に
河
堤
謁
者
の
石
恢
は
甚
だ
水
事
及
び
田
事
に
精
鍊
し
、

其
の
利
害
を
知
れ
り
。
乞
ふ
ら
く
は
中
書
も
て
恢
を
召
し
、委
曲
に
其
の
得
失
を
問
へ
。
必
ず
や
補
益
す
る
所
有
ら
ん（『
晉
書
』卷
四
十
七 

傅
玄（一
七
）傳）。
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前
半
部
分
は
、
西
晉
の
占
田
・
課
田
制
を
論
じ
る
際
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
引
用
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
。
か
か
る
制
度
に
關
し
て
は
す
で
に

多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
伊
藤
敏
雄
〈
一
九
八
二
〉
が
諸
説
を
整
理
・
分
類
し
て
い（
一
八
）る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
が
正
解
か
は
判
斷
し
が
た
く
、
本
稿
の

目
的
も
制
度
の
解
明
に
は
な
い
。

　

「
便
宜
」
其
四
に
は
「
田
兵
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
に
西
晉
の
軍
屯
を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
曹
魏
の
初
期
の
屯
田
（
こ
こ
で
は
民
屯
か
）
と

を
比
較
し
て
い
る
。
當
初
、
曹
魏
は
多
く
の
收
穫
物
を
求
め
る
集
約
農
法
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
耕
地
面
積
擴
大
へ
と
移
行
し
た
結
果
、
收
穫
量
が

減
少
し
た
と
い
う
。
岡
崎
文
夫
〈
一
九
三
二
〉
は
、
「
田
兵
を
し
て
次
第
に
無
理
な
耕
作
を
強
制
せ
し
む
る
に
至
っ
た
こ
と
を
見
る
べ
」
き
と（
一
九
）し
、
注

（
五
）
所
掲
西
嶋
論
文
は
、
典
農
官
の
「
末
作
治
生
」
の
影
響
を
指
摘
す
る
が
、
と
も
に
妥
當
な
見
解
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「
末
作
治
生
」
で
な

く
と
も
、
農
事
に
惡
影
響
を
與
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
負
擔
が
田
兵
に
か
か
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
論
じ
る
な
ら
ば
、
前
述
の
と
お
り
、
後
漢
光
武
帝
期
に
は
耕
地
面
積
の
申
告
時
に
不
正
が
行
わ
れ
た
。
曹
魏
後
半
期
以
降
、
典

農
官
お
よ
び
屯
田
民
が
本
末
轉
倒
な
狀
況
下
で
い
た
ず
ら
に
耕
地
面
積
擴
大
を
圖
れ
ば
、
そ
の
不
正
と
失
敗
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。「
便
宜
」
其
四
は
、
屯
田
民
に
農
事
以
外
の
負
擔
を
か
け
た
「
末
作
治
生
」
に
對
す
る
反
省
と
警
戒
を
込
め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
不
正
と
失

敗
を
防
ぐ
た
め
の
對
策
こ
そ
が
、
二
千
石
を
戒
め
る
「
便
宜
」
其
二
で
あ
る
。
傅
玄
は
收
穫
量
を
增
や
す
方
法
と
し
て
、
水
利
・
農
事
に
通
暁
す
る

河
堤
謁
者
の
石
恢
を
召
し
、
詳
し
く
得
失
を
問
う
よ
う
提
案
し
た
。
水
利
の
重
要
性
お
よ
び
適
材
適
所
の
人
材
登
用
は
「
便
宜
」
其
三
に
見
ら
れ
た

と
お
り
で
、
こ
れ
も
經
典
の
理
念
を
現
實
政
治
に
活
か
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
、
「
便
宜
」
其
一
か
ら
其
四
ま
で
を
檢
討
し
た
。
典
農
校
尉
と
し
て
の
經
驗
、
後
漢
光
武
帝
期
の
不
正
摘
發
に
求
め
た
範
、
そ
し
て
儒
教
經

典
の
理
念
に
基
づ
く
提
言
が
有
機
的
に
結
び
つ
く
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
前
掲
し
た
司
馬
芝
の
上
疏
に
見
え
る
「
王
者
の
治
」
の
理
念
を
繼
承
す

る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
か
か
る
特
徴
を
持
つ
傅
玄
の
「
便
宜
」
は
後
世
に
影
響
を
與
え
た
。
そ
れ
が
以
下
に
擧
げ
る
慕
容
皝
の
例
で
あ
る
。

牧
牛
を
以
て
貧
家
に
給
ひ
、
苑
中
に
田
す
。
公 

其
の
八
を
收
め
、
二
分
も
て
私
に
入
る
。
牛
有
り
て
地
無
き
者
も
、
亦
た
苑
中
に
田
し
、 

公 

其
の
七
を
收
め
、
三
分
も
て
私
に
入
る
。
皝
の
記
室
參
軍
の
封
裕 

諫
め
て
曰
く
、「
臣
聞
く
な
ら
く
、
聖
王
の
國
を
宰
す
る
や
、
賦
を
薄
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九

く
し
て
百
姓
に
藏
し
、
之
に
分
か
つ
に
三
等
の
田
を
以
て
し
、
十
の
一
に
し
て
之
を
稅
す
。
…
…
又 

事
を
量
り
て
官
を
置
き
、
官
を
量
り
て

人
を
置
き
、
官
を
し
て
必
ず
須
ふ
る
に
稱か
な

ひ
、
人 

位
を
虚
し
く
せ
ざ
ら
し
め
、
歲
入
の
多
少
を
度は

か
り
て
、
裁
ち
て
之
を
祿
と
す
。
百
僚
に
供

す
る
の
外
は
、
之
を
太
倉
に
藏
す
れ
ば
、
三
年
の
耕
、
一
年
の
粟
を
餘
す
。
斯
を
以
て
積
め
ば
、
公 

何
を
用
て
か
足
ら
ざ
ら
ん
。
水
旱
は
其

れ
百
姓
を
如
何
せ
ん
。
①
農
に
務
む
る
の
令 

屢
〻
發
す
と
雖
も
、
二
千
石
の
令
長
の
、
在
公
に
勤
む
る
を
志
し
、
地
利
に
銳
盡
す
る
者
有
る

こ
と
莫
し
。故
に
漢
祖
は
其
の
此
の
如
き
を
知
り
、墾
田
の
實
な
ら
ざ
る
を
以
て
、徴め

し
て
二
千
石
を
殺
す
こ
と
十
を
以
て
數
ふ
。是
を
以
て
明・

章
の
際
、
號
し
て
升
平
に
次
ぐ
。
永
嘉
の
喪
亂
よ
り
、
百
姓
は
流
亡
し
、
中
原
は
蕭
條
と
し
、
千
里
に
煙
無
く
、
飢
寒
し
流
隕
し
、
溝こ
う

壑が
く

に 

相 

繼
げ
り
。
…
…
宜
し
く
諸
苑
を
省
き
罷
め
、
以
て
流
人
に
業
と
す
べ
し
。
人 

至
り
て
資
產
無
き
者
は
、
之
に
賜
ふ
に
牧
牛
を
以
て
す
。
人

は
既
に
殿
下
の
人
な
れ
ば
、
牛 

豈
に
失
は
ん
や
。
善
く
藏
す
る
者
は
百
姓
に
藏
す
る
こ
と
、
斯
の
若
き
の
み
。
邇ち

か
者ご

ろ
、
深
く
樂
土
の
望
に
副

へ
ば
、
中
國
の
人
、
皆 

將
に
壺
餐
奉
迎
せ
ん
と
す
。
石
季
龍 

誰
と
與
に
居
ら
ん
や
。
②
且
つ
魏
晉
は
道
消
の
世
と
雖
も
、
猶
ほ
百
姓
を
削う

ば
ふ

こ
と
七
八
に
至
ら
ず
、
官
牛
と
田
を
持
つ
者
は
、
官
は
六
分
を
得
、
百
姓
は
四
分
を
得
た
り
。
私
牛
あ
り
て
官
田
あ
る
者
は
、
官
と
中
分
す
れ

ば
、
百
姓 

之
に
安
ん
じ
、
人 

皆 

悅
樂
す
。
臣 

猶
ほ
明
王
の
道
に
非
ざ
る
を
曰
ふ
。
而
る
を
況
ん
や
增
す
を
や
。
且
つ
水
旱
の
厄
は
、
堯
・

湯
の
免
れ
ざ
る
所
な
り
。
王
者
は
宜
し
く
溝
澮
を
濬
治
し
、
鄭
白
・
西
門
・
史
起
の
溉
灌
の
法
に
循
ふ
べ
し
。
旱
あ
ら
ば
則
ち
溝
を
決
し
て
雨

と
爲
し
、
水
あ
れ
ば
則
ち
溝
瀆
に
入
る
。
上
は
雲
漢
の
憂
へ
無
く
、
下
は
昏
墊
の
患
へ
無
し
。
…
…
（『
晉
書
』
卷
一
百
九 

慕
容
皝
載（二
〇
）記）。

　

慕
容
皝
は
五
胡
十
六
國
の
一
つ
た
る
前
燕
（
三
三
七
～
三
七
〇
年
）
を
建
て
た
鮮
卑
族
の
人
物
で
あ
る
。
そ
の
記
室
參
軍
を
務
め
た
漢
人
官
僚
の
封

裕（
二
一
）は
、
八
對
二
も
し
く
は
七
對
三
の
割
合
で
收
穫
物
を
搾
取
す
る
主
君
へ
諫
言
を
呈
し
た
。
そ
の
際
、
①
で
は
、
後
漢
光
武
帝
期
に
お
け
る
太
守

の
不
正
摘
發
に
言
及
し
て
お
り
、
こ
れ
は
傅
玄
の
「
便
宜
」
其
二
を
踏
襲
す
る
。
さ
ら
に
②
で
は
、
官
牛
・
官
田
を
有
す
る
者
に
は
官
六
民
四
、

私
牛
・
官
田
を
有
す
る
者
に
は
官
五
民
五
の
中
分
と
す
べ
き
こ
と
を
提
示
し
て
お
り
、
か
か
る
内
容
お
よ
び
文
章
は
傅
玄
の
「
便
宜
」
其
一
を
な
ぞ

る
。
た
だ
し
、
傅
玄
は
「
官
・
士
」
、
封
裕
は
「
官
・
百
姓
」
と
い
う
違
い
が
あ
り
、
民
屯
も
す
で
に
廢
止
さ
れ
た
後
の
話
だ
が
、
ど
ち
ら
も
同
じ

徴
收
率
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
慕
容
皝
は
封
裕
の
諫
言
を
納
れ
て
農
事
に
務
め
ぬ
二
千
石
を
處
罰
し
、
さ
ら
に
、『
晉
書
』
卷
一
百
九 

慕
容
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〇

皝
載
記（
二
二
）に
、

苑
囿
は
悉
く
之
を
罷
め
て
、
以
て
百
姓
の
田
業
無
き
者
に
給
す
可
し
。
貧
者
の
全
く
資
產
無
く
、
自
ら
存
す
る
能
は
ざ
る
は
、
各
〻
牧
牛
一
頭

を
賜
ふ
。
若
し
私ひ
そ
か
に
餘
力
有
り
て
、
官
牛
を
取
り
官
田
を
墾た
が
やさ
ん
こ
と
を
樂ね
が
ふ
者
は
、
其
れ
魏
晉
の
舊
法
に
依
る
。
…
…
。

と
あ
る
よ
う
に
、「
魏
晉
の
舊
法
に
依
」
っ
て
對
處
し
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
西
晉
の
占
田
・
課
田
制
に
關
連
す
る
も
の
で
、
給
田
面
積
と
收
穫
物

の
徴
收
率
を
指
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
封
裕
の
諫
言
と
慕
容
皝
の
返
答
か
ら
は
、
後
漢
に
範
を
求
め
た
傅
玄
の
「
便
宜
」
に
見

え
る
提
言
が
、
漢
人
官
僚
の
封
裕
を
通
じ
て
、
異
民
族
國
家
の
前
燕
に
傳
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

三
、
異
民
族
政
策
と
傅
燮

　

殘
る
「
便
宜
」
其
五
は
、
農
事
・
水
利
と
關
係
な
い
異
民
族
政
策
を
提
示
す
る
。
漢
代
に
遡
れ
ば
、
傅
玄
の
本
貫
の
涼
州
北
地
郡
は
夷
狄
の
脅
威

に
何
度
も
さ
ら
さ
れ
た
。
例
え
ば
後
漢
桓
帝
期
に
特
に
隆
盛
し
た
羌
族
の
滇
零
は
北
地
郡
で
天
子
を
自
稱
し
（『
後
漢
書
』
列
傳
七
十
七 

西
羌
傳
）、
靈
帝

期
の
末
年
に
は
、
鮮
卑
を
隆
盛
さ
せ
た
檀
石
槐
の
子
の
和
連
が
北
地
郡
に
侵
入
し
て
い
る
（『
三
國
志
』
卷
三
十 

鮮
卑
傳
）。
ま
た
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
傅

玄
の
仕
え
た
西
晉
は
、
八
王
の
亂
に
よ
り
國
力
を
衰
退
さ
せ
た
後
、
夷
狄
に
滅
ぼ
さ
れ
る
。
咸
寧
四
（
二
七
八
）
年
に
沒
し
た
傅
玄
が
そ
れ
を
豫
見
し

て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
夷
狄
が
憂
慮
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。「
便
宜
」
其
五
に
て
開
陳
さ
れ
る
異
民
族
政
策
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

其
の
五
に
曰
く
、「
臣 

以
爲
へ
ら
く
、
①
胡
夷
は
獸
心
に
し
て
、
華
と
同
じ
か
ら
ず
。
鮮
卑 

最
も
甚
だ
し
。
②
本も

と
鄧
艾
は
苟
く
も
一
時
の

利
を
取
ら
ん
と
欲
し
て
、
後
患
を
慮
ら
ず
。
鮮
卑
數
萬
を
し
て
人
間
に
散
居
せ
し
む
る
は
、
此
れ
必
ず
害
を
爲
す
の
勢
な
り
。
③
秦
州
刺
史
の

胡
烈
は
素か

ね
て
よ
り
恩
信
を
西
方
に
有
す
。
今 

烈 

往
け
ば
、
諸
胡 

已は
な
はだ

惡
む
こ
と
無
く
、
必
ず
且し

ば
らく

消
弭
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
獸
心
は
保
ち

難
く
、
必
ず
し
も
其
れ
久
し
く
安
ん
ず
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
若
し
後
に
動
釁
有
れ
ば
、
烈
の
計 

能
く
之
を
制
す
。
④
惟
だ
恐
る
ら
く
は
胡
虜 



傅
玄「
便
宜
五
事
」考

一
一

適い
よ

〻い
よ

討
擊
に
困く

る
し
み
、
便す

な
はち

能
く
東
の
か
た
安
定
に
入
り
、
西
の
か
た
武
威
に
赴
き
、
外
名
は
降
を
爲
す
も
、
動
く
可
く
ん
ば
復
た
動
か
ん
。

此
の
二
郡
は
烈
の
制
す
る
所
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
惡
胡
の
東
西
に
窟
穴
浮
游
の
地
有
り
、
故
に
復
た
患
を
爲
し
、
以
て
之
を
禁
ず
る
こ
と
無
き

な
り
。
⑤
宜
し
く
更
め
て
一
郡
を
高
平
川
に
置
き
、
因
り
て
安
定
西
州
の
都
尉
を
し
て
徙
る
を
樂ね

が
ふ
の
民
を
募
ら
し
め
、
其
の
復
除
を
重
ね
て

以
て
之
に
充あ

て
、
以
て
北
道
を
通
じ
、
漸や

う
やく

以
て
邊
に
實
た
す
べ
し
。
⑥
詳
議
し
て
此
の
二
郡
及
び
新
置
の
郡
は
、
皆 

并な
ら

び
に
秦
州
に
屬
せ

し
め
、
烈
を
し
て
邊
を
御
す
る
の
宜
し
き
を
專
ら
に
す
る
を
得
し
め
よ
」
と
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄（二
三
）傳）。

　

①
傅
玄
は
夷
狄
を
禽
獸
と
見
な
し
て
華
夷
を
明
確
に
區
別
し
、
鮮
卑
を
最
大
の
脅
威
と
捉
え
る
。
②
鄧
艾
の
政
策
は
後
の
こ
と
を
考
慮
せ
ぬ
「
一

時
の
利
」
を
取
る
も
の
と
し
、
夷
狄
を
内
地
に
雜
住
さ
せ
る
方
針
を
批
判
し
た
。
鄧
艾
の
異
民
族
政
策
に
つ
い
て
は
後
述
し
よ
う
。
③
秦
州
刺
史
の

胡
烈
は
西
方
に
恩
信
を
有
し
、
夷
狄
を
お
と
な
し
く
さ
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
獸
心
を
必
ず
し
も
長
く
安
定
さ
せ
得
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
換
言

す
れ
ば
、
傅
玄
は
恩
信
に
一
定
の
效
果
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
續
い
て
、
④
夷
狄
が
東
の
安
定
郡
と
西
の
武
威
郡
に
侵
入
し
、
表
向
き
は
降
伏

を
示
し
つ
つ
も
、
機
を
見
て
叛
く
こ
と
を
憂
慮
し
て
、
⑤
新
た
に
一
郡
を
高
平
川
に
置
き
、
安
定
西
州
の
都
尉
に
移
住
を
望
む
民
を
募
集
さ
せ
、
そ

の
者
た
ち
の
賦
税
を
免
除
し
て
徐
々
に
邊
境
に
滿
た
す
よ
う
に
し
た
。
⑥
か
か
る
方
策
を
整
え
た
上
で
、
胡
烈
に
邊
境
防
衞
を
取
ら
せ
る
こ
と
を
提

言
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
對
し
て
、
傅
玄
が
名
を
擧
げ
て
批
判
し
た
鄧
艾
の
異
民
族
政
策
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

❶
戎
狄
は
獸
心
に
し
て
、
義
を
以
て
親
し
ま
ず
、
彊
け
れ
ば
則
ち
侵
暴
し
、
弱
け
れ
ば
則
ち
内
附
す
。
故
に
周
宣
に
玁
狁
の
寇
有
り
、
漢
祖
に

平
城
の
圍
有
り
。
匈
奴
一
た
び
盛
ん
な
る
毎
に
、
前
代
の
重
患
と
爲
る
。
❷
單
于 

外
に
在
り
て
よ
り
、
能
く
牽
制
す
る
こ
と
莫
し
。
去
卑 

誘

ひ
て
之
を
致
し
、
來
り
て
入
侍
せ
し
む
。
是
れ
に
由
り
て
羌
夷 

統
を
失
ひ
、
合
散
す
る
に
主
無
し
。
單
于 

内
に
在
る
を
以
て
、
萬
里 

軌
に
順

ふ
。
今 

單
于
の
尊
は
日
〻
に
疏
く
、
外
土
の
威
は
寖
〻
重
く
、
さ
す
れ
ば
則
ち
胡
虜
に
深
く
備
へ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
聞
く
な
ら
く
、

劉
豹
の
部
に
叛
胡
有
り
と
。
叛
に
因
り
割
き
て
二
國
と
爲
し
て
、
以
て
其
の
勢
を
分
か
つ
可
し
。
去
卑 

功
は
前
朝
に
顯
ら
か
な
る
も
、
而
る

に
子
は
業
を
繼
が
ず
。
❸
宜
し
く
其
の
子
に
顯
號
を
加
へ
、
鴈
門
に
居
ら
し
む
べ
し
。
離
國
し
て
寇
を
弱
め
、
舊
勳
を
追
錄
す
る
は
、
此
れ
邊
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を
御
す
る
の
長
計
な
り
」
と
。
又 

陳の

べ
ら
く
、「
❹
羌
胡 

民
と
處
を
同
じ
く
す
る
者
は
、宜
し
く
漸
を
以
て
之
を
出
し
、民
の
表
に
居
ら
し
め
、

廉
恥
の
教
を
崇
め
、
姦
宄
の
路
を
塞
ぐ
べ
し
」
と
（『
三
國
志
』
卷
二
十
八 

鄧
艾（二
四
）傳）。

　

鄧
艾
の
上
疏
は
嘉
平
元
（
二
四
九
）
年
に
爲
さ
れ
た
。
❶
夷
狄
を
禽
獸
と
見
な
し
、
❷
匈
奴
の
單
于
を
内
地
に
抑
留
し
、
❸
「
離
國
」
と
い
う
分
割

支
配
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
❹
羌
胡
に
つ
い
て
は
漢
民
族
と
別
居
さ
せ
る
た
め
、
雜
住
し
て
い
る
者
を
次
第
に
外
に
徙
す
べ
き
と
す
る
。

渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
九
〉
は
、
鄧
艾
の
異
民
族
政
策
に
つ
い
て
、
常
に
異
民
族
を
仲
間
割
れ
に
追
い
込
み
、
強
力
な
者
を
殺
害
す
る
と
い
う
曹
操
の
政

策
を
繼
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
西
晉
の
異
民
族
政
策
に
影
響
を
與
え
た
も
の
と
位
置
づ
け（
二
五
）る
。
傅
玄
と
鄧
艾
は
と
も
に
『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
四
年

の
「
戎
は
禽
獸
な
り
」
と
い
う
夷
狄
觀
に
基
づ
き
つ
つ
、
傅
玄
は
鮮
卑
對
策
を
、
鄧
艾
は
匈
奴
・
羌
胡
對
策
を
示
す
。
鄧
艾
は
、
匈
奴
に
對
し
て
は

單
于
を
抑
留
さ
せ
て
統
一
性
を
削
ぎ
、
羌
胡
に
對
し
て
は
内
地
に
雜
住
す
る
者
を
徐
々
に
追
い
出
す
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
傅
玄
は
こ
の
雜
居
を

「
一
時
の
利
」
を
取
る
も
の
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
恩
信
の
有
效
性
を
一
定
程
度
認
め
つ
つ
も
、
國
境
に
新
郡
を
設
け
て
鮮
卑
を
内
地
へ
入
れ
ぬ
政

策
を
提
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

か
か
る
傅
玄
の
異
民
族
政
策
は
、
祖
父
傅
燮
に
淵
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
漢
の
靈
帝
期
、
傅
燮
は
異
民
族
政
策
を
開
陳
し
た
。
『
後
漢

書
』
列
傳
八
十 

烏
桓
鮮
卑
傳
の
論
で
范
曄
が
總
括
す
る
よ
う
に
、
當
時
、
最
も
凶
暴
で
あ
っ
た
異
民
族
は
羌
、
つ
い
で
烏
桓
と
鮮
卑
で
あ
っ（
二
六
）た
。

羌
族
に
惱
ま
さ
れ
た
後
漢
で
は
、
頻
繁
に
侵
攻
を
受
け
た
涼
州
を
棄
て
る
べ
く
「
涼
州
放
棄
論
」
が
三
度
も
提
出
さ
れ
る
が
、
傅
燮
は
こ
れ
に
猛
反

對
し（
二
七
）た
。

司
徒
の
崔
烈 

以
爲
へ
ら
く
、「
宜
し
く
涼
州
を
弃
つ
べ
し
」と
。
…
…
帝 

以
て
（
傅
）
燮
に
問
ふ
。
燮 

対
へ
て
曰
く
、「
昔
、冒
頓
の
至
逆
な
る
や
、

樊
噲
は
上
将
爲
り
し
が
、
十
萬
の
衆
を
得
て
匈
奴
中
を
横
行
せ
ん
と
願
ふ
。
憤
激
し
て
奮
は
ん
こ
と
を
思
ひ
、
未
だ
人
臣
の
節
を
失
は
ず
。
顧

み
る
に
計
の
當
に
從
ふ
べ
き
や
不い
な
や
な
る
の
み
な
り
し
も
、
季
布
は
猶
ほ
『
噲 

斬
る
可
き
な
り
』
と
曰
ふ
。
今
、
涼
州
は
天
下
の
要
衝
に
し

て
、
國
家
の
藩
衞
な
り
。
高
祖 

初
め
て
興
る
や
、
酈
商
を
し
て
別
に
隴
右
を
定
め
し
む
。
世
宗 

境
を
拓
き
て
、
四
郡
を
列
置
し
、
議
者 

以
爲

へ
ら
く
、『
匈
奴
の
右
臂
を
斷
て
り
』
と
。
今
、
牧
御 

和
を
失
ひ
て
、
一
州
を
し
て
叛
逆
せ
し
め
、
海
内
は
之
が
爲
に
騷
動
し
、
陛
下
は
臥
す
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る
も
安
ら
か
に
寝
ね
ず
。
烈
は
宰
相
と
爲
る
も
、
国
の
爲
に
之
を
弭や

す
ん
ず
る
所
以
の
策
を
思
は
ん
こ
と
を
念
ぜ
ず
、
乃
ち
一
方
萬
里
の
土
を
割

き
弃
て
ん
と
欲
す
。
臣 

竊
か
に
之
に
惑
ふ
。
若
し
左
衽
の
虜
を
し
て
此
の
地
に
居
る
こ
と
を
得
し
む
れ
ば
、
士
は
勁
く
甲
は
堅
く
、
因
り
て

以
て
亂
を
爲
さ
ん
。
此
れ
天
下
の
至
慮
に
し
て
、
社
稷
の
深
憂
な
り
。
若
し
烈 

之
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
是
れ
極
蔽
な
り
。
知
り
て
故
に
言
へ
ば
、

是
れ
不
忠
な
り
」
と
。
帝 

燮
の
議
に
從
ふ
（『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
八 

傅
燮（二
八
）傳）。

　

傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。
涼
州
は
要
衝
か
つ
國
家
の
重
要
な
防
衞
據
點
で
あ
り
、
か
つ
て
前
漢
の
高
祖
が
隴
右
を
平
定
し
、
武
帝
が
邊
境
を
開
拓

し
て
河
西
四
郡
を
列
ね
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
も
し
涼
州
を
放
棄
す
れ
ば
、
夷
狄
が
こ
の
地
を
占
領
し
、
漢
に
對
し
て
亂
を
起
こ
す
で
あ
ろ

う
こ
と
を
指
摘
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
傅
燮
の
本
貫
が
涼
州
北
地
郡
で
あ
っ
た
こ
と
は
放
棄
反
對
の
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
傅
燮
は
涼
州

と
い
う
要
衝
を
確
保
し
て
夷
狄
の
侵
入
を
防
ぐ
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
れ
は
防
衞
據
點
と
な
る
新
郡
を
設
け
て
鮮
卑
の
侵
入
を
防
ぐ
傅
玄
の
政

策
と
共
通
し
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
傅
玄
の
提
言
は
鄧
艾
の
よ
う
に
羌
・
胡
・
匈
奴
を
對
象
と
し
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
後
漢
時
代
に
本
貫
を
侵
し
た
羌
に
對
し
て
何

ら
か
の
言
及
が
あ
っ
て
も
良
さ
そ
う
だ
が
、
特
に
觸
れ
て
い
な
い
。
匈
奴
の
こ
と
は
不
明
だ
が
、
羌
・
胡
に
つ
い
て
は
や
は
り
傅
燮
に
理
由
を
求
め

ら
れ
る
。

初
め
、
郡
將
の
范
津 

人
を
明
知
し
、
燮
を
孝
廉
に
擧
ぐ
。
津 

漢
陽
と
爲
り
、
燮
と
交
代
す
る
に
及
び
、
符
を
合
し
て
去
る
。
鄕
邦 

之
を
榮
と

す
。
津 

字
は
文
淵
、
南
陽
の
人
な
り
。
燮 

善
く
人
に
卹
し
、
叛
羌 

其
の
恩
化
に
懷
き
て
、
並
び
に
來
た
り
て
降
附
す
。
乃
ち
廣
く
屯
田
を
開

き
、
四
十
餘
營
を
列
置
す
（『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
八 

傅
燮（二
九
）傳）。

　

傅
燮
は
漢
陽
太
守
に
赴
任
し
て
人
々
に
惠
恤
を
施
し
た
と
こ
ろ
、
叛
亂
を
起
こ
し
た
羌
族
が
そ
の
恩
化
に
懷
い
て
降
伏
し
て
き
た
と
い
う
。
恩

を
以
て
す
れ
ば
、
後
漢
に
と
っ
て
最
も
凶
惡
な
夷
狄
で
す
ら
懷
柔
し
得
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
傅
燮
が
漢
陽
太
守
を
務
め
て
い
た
中
平
四

（
一
八
七
）
年
、
邊
章
・
韓
遂
の
亂
が
起
き
、
韓
遂
に
城
を
包
圍
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

賊 

遂
に
進
み
て
漢
陽
を
圍
む
。
城
中
は
兵
少
な
く
し
て
糧
盡
く
も
、
燮
は
猶
ほ
固
守
す
。
時
に
北
地
の
胡
騎
數
千
、
賊
に
隨
ひ
て
郡
を
攻
む
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四

る
も
、
皆 

夙つ
と
に
燮
の
恩
に
懷
け
ば
、
共
に
城
外
に
於
て
叩
頭
し
、
燮
を
送
り
て
鄕
里
に
帰
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
子
の
幹
、
年
十
三
に
し
て
、

従
ひ
て
官
舍
に
在
り
。
燮
の
性
の
剛
に
し
て
高
義
有
る
を
知
れ
ば
、志
を
屈
し
て
以
て
免
る
る
能
は
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、進
み
諫
め
て
曰
く
、

「
國
家 

昏
亂
し
、
遂
に
大
人
を
し
て
朝
に
容
れ
ざ
ら
し
む
。
今
、
天
下 

已
に
叛
き
、
而
し
て
兵 

自
守
す
る
に
足
ら
ず
。
鄕
里
の
羌
胡 

先
に

恩
德
を
被
む
れ
ば
、
郡
を
弃
て
て
帰
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
願
は
く
は
必
ず
之
を
許
せ
。
徐お
も
むろ
に
鄕
里
に
至
り
、
義
徒
を
率
ゐ
厲
ま
し
、
有
道
を

見
て
之
を
輔
け
て
、
以
て
天
下
を
濟す
く
へ
」
と
（『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
八 

傅
燮（三
〇
）傳）。

　

韓
遂
に
命
じ
ら
れ
て
攻
め
て
き
た
胡
族
の
騎
兵
は
、
平
素
よ
り
傅
燮
の
恩
德
を
慕
っ
て
い
た
た
め
に
叩
頭
し
、
卻
っ
て
傅
燮
の
歸
鄕
の
た
め
に
助

力
を
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
子
の
傅
幹
も
父
に
歸
鄕
を
促
し
た
が
、
傅
燮
は
そ
れ
を
斷
わ
っ
て
戰
死
を
遂
げ
る
。
傅
玄
は
「
便
宜
」
其

五
に
て
羌
・
胡
の
對
策
を
提
言
し
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
羌
・
胡
が
祖
父
傅
燮
の
恩
德
を
慕
っ
て
懷
い
た
こ
と
、
胡
に
至
っ
て
は
傅
燮
の
命
を
救
お

う
と
し
た
こ
と
が
根
底
に
あ
る
と
考
え
得
る
。
傅
玄
に
と
っ
て
羌
・
胡
は
恩
德
を
以
て
懷
柔
し
得
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
傅
玄

が
西
方
に
恩
信
を
有
す
る
胡
烈
を
登
用
す
る
と
こ
ろ
も
、
傅
燮
の
異
民
族
政
策
に
倣
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
胡
烈
は
泰
始
六
（
二
七
〇
）

年
六
月
に
鮮
卑
の
樹
機
能
と
戰
っ
て
敗
死
し
て
い
る
（
『
晉
書
』
卷
三 

武
帝
紀
・『
資
治
通
鑑
』
卷
七
十
九 

晉
紀
一 

世
祖
武
皇
帝
上
之
上
）。
鮮
卑
を
警
戒
し
た
傅

玄
は
炯
眼
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
傅
燮
の
沒
年
の
中
平
四
（
一
八
七
）
年
か
ら
傅
玄
の
生
年
の
建
安
二
十
二
（
二
一
七
）
年
ま
で
は
三
十
年
、
そ
こ
か
ら
「
便
宜
五
事
」
を
上
疏

し
た
泰
始
四
（
二
六
八
）
年
ま
で
は
、
さ
ら
に
約
五
十
年
の
開
き
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
傅
玄
は
祖
父
の
發
言
や
政
策
を
直
接
見
聞
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
傅
玄
は
自
著
『
傅
子
』
の
中
で
傅
燮
を
含
め
た
傅
氏
一
族
の
傳
記
を
著
し
て
い（
三
一
）る
。
當
然
、
祖
父
の
生
涯
・
言
行
・
事
蹟
を
取
材

し
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
異
民
族
政
策
を
知
ら
ぬ
こ
と
は
あ
り
得
ま
い
。
恩
信
の
有
效
性
と
そ
の
限
界
を
理
解
し
、
邊
境
の
要
衝
を
固
め
て
鮮
卑
を

内
地
に
侵
入
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
傅
玄
の
政
策
は
、
祖
父
傅
燮
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

傅
玄
が
「
便
宜
五
事
」
を
上
疏
し
て
か
ら
四
年
後
の
泰
始
八
（
二
七
二
）
年
、
阮
种
が
對
策
を
上
疏
し
（『
晉
書
』
卷
五
十
二 

阮
种
傳
）、
そ
れ
か
ら
約

二
十
七
年
後
の
元
康
九
（
二
九
九
）
年
、
江
統
が
「
徙
戎
論
」
を
提
出
し
た
（『
晉
書
』
卷
五
十
六 
江
統
傳
）。
注
（
二
五
）
所
掲
渡
邉
論
文
に
よ
れ
ば
、
前
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一
五

者
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
僖
公
七
年
の
「
遠
き
を
懷
く
る
に
德
を
以
て
す
（
懷
遠
以
德
）」
を
典
據
と
し
、
異
民
族
と
戰
う
こ
と
を
避
け
て
共
存
・
融
和

を
圖
る
方
策
で
あ
り
、
武
帝
期
の
基
本
方
針
と
さ
れ
た
。
後
者
は
、
中
華
に
入
り
込
ん
だ
異
民
族
を
徐
々
に
國
外
に
追
い
出
す
べ
し
と
い
う
方
策

で
、
惠
帝
期
以
後
の
基
本
方
針
と
な
り
、
鄧
艾
の
上
疏
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
傅
玄
の
「
便
宜
」
其
五
で
示
さ
れ
る
異
民
族
政
策
は
、
祖

父
傅
燮
に
倣
う
も
の
で
あ
っ
た
。
鮮
卑
へ
の
警
戒
と
い
う
點
で
は
情
勢
を
的
確
に
見
拔
い
て
お
り
、
恩
信
と
い
う
德
に
よ
る
懷
柔
を
認
め
る
點
に
關

し
て
は
阮
种
の
對
策
の
思
想
的
先
驅
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

傅
玄
が
泰
始
四
（
二
六
八
）
年
に
上
疏
し
た
「
便
宜
五
事
」
は
、
其
一
に
、
軍
屯
に
お
け
る
徴
收
率
を
戻
し
て
軍
士
へ
の
負
擔
を
減
ら
す
べ
き
こ
と

を
主
張
す
る
。
其
二
に
、
後
漢
光
武
帝
期
に
お
け
る
檢
地
の
不
正
摘
發
を
範
と
し
、
郡
太
守
お
よ
び
舊
典
農
官
に
農
事
を
奬
勵
し
不
正
を
犯
し
た
際

の
嚴
罰
適
用
を
求
め
る
。
其
三
に
、『
孟
子
』
の
「
人
和
」
お
よ
び
『
尚
書
』
皐
陶
謨
に
基
づ
く
適
材
適
所
の
理
念
を
根
底
に
し
て
、
河
堤
謁
者
の

增
員
お
よ
び
水
利
に
通
じ
る
者
の
登
用
を
提
案
す
る
。
其
四
に
、
集
約
農
法
か
ら
耕
地
面
積
擴
大
へ
と
路
線
を
變
更
し
た
こ
と
に
よ
る
收
入
減
、
お

よ
び
典
農
官
の
「
末
作
治
生
」
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
曹
魏
の
失
敗
の
反
省
を
説
く
。
其
五
に
、
後
漢
末
に
異
民
族
政
策
を
開
陳
し
て
恩
德
に
よ

り
羌
・
胡
を
懷
柔
し
た
祖
父
傅
燮
に
倣
う
政
策
の
提
言
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
曹
魏
の
政
策
を
總
括
し
た
其
一
・
其
二
・
其
四
、
後
漢
に
範
を
求

め
た
其
二
・
其
五
、
儒
教
經
典
に
基
づ
く
其
三
・
其
四
、
と
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
上
疏
し
た
結
果
、
武
帝
よ
り
次
の
よ
う
な
詔
が

下
さ
れ
て
贊
辭
を
受
け
た
。

陳
ぶ
る
所
の
便
宜
を
得
、
農
事
の
得
失
及
び
水
官
の
興
廢
、
又 

邊
を
安
ん
じ
胡
を
御
し
、
政
事
の
寬
猛
の
宜
し
き
を
言
ふ
に
、
申
省 

周
く
備

は
り
、
一
二
し
て
之
を
具
ふ
。
此
れ
誠
に
國
の
大
本
爲
り
て
、
當
今
の
急
務
な
り
。
論
ず
る
所
の
如
き
は
皆 

善
く
、
深
く
乃な
ん
ぢが
心
を
知
れ
り
。

廣
く
諸
〻
の
宜
し
き
を
思
ひ
、
動
靜 

以
て
聞
こ
ゆ
る
な
り
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄（三
二
）傳）。



傅
玄
「
便
宜
五
事
」
考

一
六

　

武
帝
に
よ
る
評
價
の
言
葉
に
「
政
事
の
寛
猛
の
宜
し
き
を
言
ふ
」
と
あ
り
、
か
か
る
恩
惠
と
威
刑
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
政
治
は
、
傅
玄
の
理
想

と
す
る
も
の
で
あ
っ（
三
三
）た
。
傅
玄
の
死
か
ら
數
十
年
經
っ
た
五
胡
十
六
國
時
代
の
前
燕
に
お
い
て
、
封
裕
が
傅
玄
の
「
便
宜
五
事
」
を
踏
ま
え
た
内
容

を
以
て
主
君
の
慕
容
皝
に
諫
言
を
呈
し
、
慕
容
皝
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
政
治
を
改
め
る
。
鮮
卑
を
最
大
の
脅
威
と
見
な
し
て
い
た
傅
玄
に
と
っ
て

は
皮
肉
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
傅
玄
の
「
便
宜
五
事
」
は
、
漢
魏
の
政
治
を
總
括
し
た
上
で
、
西
晉
の
屯
田
策
お
よ
び
異
民
族
政
策
に
一
つ

の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。



傅
玄「
便
宜
五
事
」考

一
七

《
注
》

（
一
）　�『
意
林
』
卷
五
引
『
傅
子
』
に
は
、「
傅
氏
之
先
、
出
自
陶
唐
、
傅
説
之
後
」
と
あ
る
。
傅
玄
は
一
族
の
出
自
を
堯
・
舜
に
求
め
、
傅
説
を
遠
祖
と
し
た
。
ま
た
、
本
貫
を
同
じ
く
す
る
一
族

が
お
り
、
三
國
曹
魏
に
仕
え
た
も
の
と
し
て
は
傅
嘏
が
い
る
（『
三
國
志
』
卷
二
十
一 

傅
嘏
傳
）。

（
二
）　�
其
一
曰
、
耕
夫
務
多
種
而
耕
暵
不
熟
、
徒
喪
功
力
而
無
收
。
又
舊
兵
持
官
牛
者
、
官
得
六
分
、
士
得
四
分
。
自
持
私
牛
者
、
與
官
中
分
。
施
行
來
久
、
衆
心
安
之
。
今
一
朝
減
、
持
官
牛
者
、

官
得
八
分
、
士
得
二
分
。
持
私
牛
及
無
牛
者
、
官
得
七
分
、
士
得
三
分
。
人
失
其
所
、
必
不
歡
樂
。
臣
愚
以
爲
、
宜
佃
兵
持
官
牛
者
與
四
分
、
持
私
牛
與
官
中
分
、
則
天
下
兵
作
歡
然
悅
樂
、

愛
惜
成
穀
、
無
有
損
棄
之
憂
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄
傳
）。

（
三
）　�『
晉
書
』の
本
傳
に
よ
れ
ば
、傅
玄
は
弘
農
太
守
に
就
い
た
と
き
に
典
農
校
尉
を
兼
任
し
た
。正
確
な
就
官
年
は
不
明
だ
が
、曹
魏
末
期
の
こ
と
で
あ
る
。本
來
、軍
屯
を
管
轄
す
る
官
と
し
て
は
、

度
支
尚
書
・
度
支
中
郎
將
・
度
支
校
尉
等
の
度
支
官
が
存
在
し
た
。

（
四
）　�

好
並
隆
司
「
曹
魏
屯
田
に
於
け
る
方
格
地
割
制
」（『
歴
史
學
研
究
』
二
二
四
、一
九
五
八
年
十
月
）
お
よ
び
、
竹
園
卓
夫
「
魏
の
典
農
部
屯
田
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
集
刊
東
洋
学
』

二
八
、一
九
七
二
年
十
月
）
を
參
照
。
ま
た
、石
井
仁
『
魏
の
武
帝　

曹
操
』（
新
人
物
文
庫
、二
〇
〇
九
年
。『
曹
操 

―
魏
の
武
帝
』、新
人
物
往
來
社
、二
〇
〇
〇
年
に
加
筆
し
た
も
の
）
は
、

典
農
官
を
田
官
と
呼
稱
し
、「
田
官
に
は
中
郎
將
や
校
尉
な
ど
の
武
官
職
が
あ
て
ら
れ
た
か
ら
、
軍
隊
の
指
揮
・
命
令
系
統
を
應
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と
述
べ
る
。
典
農
部
屯
田

が
軍
事
的
性
質
を
有
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
一
方
で
、
注
（
二
九
）
所
引
の
『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
八　

傅
燮
傳
に
よ
れ
ば
、
傅
玄
の
祖
父
傅
燮
は
屯
田
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

が
傅
玄
の
提
言
に
關
係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
五
）　�

西
嶋
定
生
「
魏
の
屯
田
制
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
〇
、一
九
五
六
年
十
月
。
一
九
六
五
年
十
二
月
に
改
訂
し
た
も
の
を
、『
中
國
經
濟
史
研
究
』、
東
京
大
学
出
版
會
、
一
九
六
六

年
に
所
收
）。
本
稿
は
改
訂
版
を
參
照
し
た
。

（
六
）　�

其
二
曰
、
以
二
千
石
雖
奉
務
農
之
詔
、
猶
不
勤
心
以
盡
地
利
。
昔
漢
氏
以
墾
田
不
實
、
徵
殺
二
千
石
以
十
數
。
臣
愚
以
爲
宜
申
漢
氏
舊
典
、
以
警
戒
天
下
郡
縣
、
皆
以
死
刑
督
之
（『
晉
書
』

卷
四
十
七 

傅
玄
傳
）。

（
七
）　�（
建
武
）
十
三
年
、
增
邑
、
更
封
竟
陵
侯
。
是
時
、
天
下
墾
田
多
不
以
實
、
又
戸
口
年
紀
互
有
增
減
。
十
五
年
、
詔
下
州
郡
檢
覈
其
事
、
而
刺
史
・
太
守
多
不
平
均
。
或
優
饒
豪
右
、
侵
刻
羸
弱
、

百
姓
嗟
怨
、
遮
道
號
呼
。
時
諸
郡
各
遣
使
奏
事
。
帝
見
陳
留
吏
牘
上
有
書
、
視
之
云
、
潁
川
・
弘
農
可
問
、
河
南
・
南
陽
不
可
問
。
帝
詰
吏
由
趣
、
吏
不
肯
服
、
抵
言
於
長
壽
街
上
得
之
。
帝
怒
。

時
顯
宗
爲
東
海
公
、
年
十
二
。
在
幄
後
言
曰
、
吏
受
郡
敕
、
當
欲
以
墾
田
相
方
耳
。
帝
曰
、
即
如
此
、
何
故
言
河
南
、
南
陽
不
可
問
。
對
曰
、
河
南
帝
城
、
多
近
臣
。
南
陽
帝
鄕
、
多
近
親
。

田
宅
踰
制
、
不
可
爲
準
。
帝
令
虎
賁
將
詰
問
吏
、
吏
乃
實
首
服
、
如
顯
宗
對
。
於
是
遣
謁
者
考
實
、
具
知
姦
狀
。
明
年
、
隆
坐
徴
下
獄
、
其
疇
輩
十
餘
人
皆
死
。
帝
以
隆
功
臣
、
特
免
爲
庶

人
（『
後
漢
書
』
列
傳
十
二 

劉
隆
傳
）。

（
八
）　�

渡
邉
義
浩
「
官
僚
」（『
後
漢
國
家
の
支
配
と
儒
教
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
に
所
收
）
は
、
後
漢
政
權
樞
要
官
の
地
域
性
を
檢
討
し
、
後
漢
初
期
に
は
荊
州
南
陽
郡
の
官
僚
を
優
先

的
に
登
用
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
次
い
で
司
隸
河
南
郡
が
優
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（
九
）　�

小
嶋
茂
稔
「
建
武
度
田
政
策
始
末
攷
（
上
）
―
後
漢
の
建
國
期
に
お
け
る
國
家
と
社
會
―
」（『
山
形
大
學
紀
要
（
社
會
科
學
）』
三
三
―
一
、二
〇
〇
二
年
七
月
）
お
よ
び
「
建
武
度
田
政
策

始
末
攷
（
下
）
―
後
漢
の
建
國
期
に
お
け
る
國
家
と
社
會
―
」（『
山
形
大
學
紀
要
（
社
會
科
學
）』
三
三
―
二
、二
〇
〇
三
年
二
月
）。

（
一
〇
）�

先
是
、
諸
典
農
各
部
吏
民
、
末
作
治
生
、
以
要
利
入
。
芝
奏
曰
、
王
者
之
治
、
崇
本
抑
末
、
務
農
重
穀
。
王
制
、
無
三
年
之
儲
、
國
非
其
國
也
。
管
子
區
言
、
以
積
穀
爲
急
。
方
今
二
虜
未
滅
、

師
旅
不
息
、
國
家
之
要
、
惟
在
穀
帛
。
武
皇
帝
特
開
屯
田
之
官
、
專
以
農
桑
爲
業
。
建
安
中
、
天
下
倉
廩
充
實
、
百
姓
殷
足
。
自
黃
初
以
來
、
聽
諸
典
農
治
生
、
各
爲
部
下
之
計
、
誠
非

國
家
大
體
所
宜
也
。
夫
王
者
以
海
內
爲
家
、
故
傳
曰
、
百
姓
不
足
、
君
誰
與
足
。
富
足
之
田
、
在
於
不
失
天
時
而
盡
地
力
。
今
商
旅
所
求
、
雖
有
加
倍
之
顯
利
、
然
於
一
統
之
計
、
已
有

不
貲
之
損
、
不
如
墾
田
益
一
畝
之
收
也
。
夫
農
民
之
事
田
、
自
正
月
耕
種
、
耘
鋤
條
桑
、
耕
熯
種
麥
、
穫
刈
築
場
、
十
月
乃
畢
。
治
廩
繫
橋
、
運
輸
租
賦
、
除
道
理
梁
、
墐
塗
室
屋
、
以

是
終
歲
、
無
日
不
爲
農
事
也
。
今
諸
典
農
、
各
言
、
留
者
爲
行
者
宗
田
計
、
課
其
力
、
勢
不
得
不
爾
。
不
有
所
廢
、
則
當
素
有
餘
力
。
臣
愚
以
爲
、
不
宜
復
以
商
事
雜
亂
、
專
以
農
桑
爲
務
、

於
國
計
爲
便
。
明
帝
從
之
（『
三
國
志
』
卷
十
二 

司
馬
芝
傳
）。

（
一
一
）
藤
家
禮
之
助
「
曹
魏
の
典
農
部
屯
田
の
消
長
」（『
東
洋
學
報
』
四
五
―
二
、一
九
六
二
年
九
月
。『
漢
三
國
兩
晉
南
朝
の
田
制
と
税
制
』、
東
海
大
學
出
版
會
、
一
九
八
九
年
に
所
收
）。



傅
玄
「
便
宜
五
事
」
考

一
八

（
一
二
）�『
後
漢
書
』
志
二
十
六 

百
官
三 

大
司
農
の
注
に
引
く
『
魏
志
』
に
は
、「
曹
公
置
典
農
中
郎
將
、
秩
二
千
石
。
典
農
都
尉
、
秩
六
百
石
、
或
四
百
石
。
典
農
校
尉
、
秩
比
二
千
石
」
と
あ
る
。

（
一
三
）�

其
三
曰
、以
魏
初
未
留
意
於
水
事
、先
帝
統
百
揆
、分
河
堤
爲
四
部
、并
本
凡
五
謁
者
、以
水
功
至
大
、與
農
事
並
興
、非
一
人
所
周
故
也
。
今
謁
者
一
人
之
力
、行
天
下
諸
水
、無
時
得
徧
。

伏
見
河
堤
謁
者
車
誼
不
知
水
勢
、
轉
爲
他
職
、
更
選
知
水
者
代
之
、
可
分
爲
五
部
、
使
各
精
其
方
宜
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄
傳
）。

（
一
四
）�

陸
田
者
、
命
懸
於
天
也
。
人
力
雖
修
、
苟
水
旱
不
時
、
則
一
年
之
功
棄
矣
。
水
田
制
之
由
人
、
人
力
苟
修
、
則
地
利
可
盡
、
天
時
不
如
地
利
、
地
利
不
如
人
和
（『
太
平
御
覽
』
卷

八
百
二
十
一 

資
產
部
一 

田
引
『
傅
子
』）。
な
お
、『
傅
子
』
の
成
書
年
代
は
不
詳
で
あ
り
、
呉
婉
霞
『
傅
玄
及
《
傅
子
》
研
究
』（
中
國
政
法
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
は
、
お
よ

そ
魏
晉
交
代
期
ご
ろ
に
著
作
し
た
と
推
測
す
る
。『
晉
書
』
本
傳
に
よ
れ
ば
、『
傅
子
』
は
「
數
十
萬
言
」
に
及
ん
だ
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
に
渡
っ
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
五
）�

臣
聞
舜
擧
五
臣
、
無
爲
而
化
、
用
人
得
其
要
也
。
天
下
羣
司
猥
多
、
不
可
不
審
得
其
人
也
。
不
得
其
人
、
一
日
則
損
不
貲
、
況
積
日
乎
。
典
謨
曰
、
無
曠
庶
官
。
言
職
之
不
可
久
廢
也
。

諸
有
疾
病
滿
百
日
不
差
、
宜
令
去
職
、
優
其
禮
秩
而
寵
存
之
、
既
差
而
後
更
用
。
臣
不
廢
職
於
朝
、
國
無
曠
官
之
累
、
此
王
政
之
急
也
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄
傳
）。

（
一
六
）
拙
稿
「
傅
玄
『
傅
子
』
の
治
國
・
人
事
思
想
」（『
三
國
志
研
究
』
一
二
、二
〇
一
七
年
九
月
）。

（
一
七
）�

其
四
曰
、
古
以
步
百
爲
畝
、
今
以
二
百
四
十
步
爲
一
畝
、
所
覺
過
倍
。
近
魏
初
課
田
、
不
務
多
其
頃
畝
、
但
務
修
其
功
力
、
故
白
田
收
至
十
餘
斛
、
水
田
收
數
十
斛
。
自
頃
以
來
、
日

增
田
頃
畝
之
課
、
而
田
兵
益
甚
、
功
不
能
修
理
、
至
畝
數
斛
已
還
、
或
不
足
以
償
種
。
非
與
曩
時
異
天
地
、
橫
遇
災
害
也
、
其
病
正
在
於
務
多
頃
畝
而
功
不
修
耳
。
竊
見
河
堤
謁
者
石

恢
甚
精
練
水
事
及
田
事
、
知
其
利
害
、
乞
中
書
召
恢
、
委
曲
問
其
得
失
、
必
有
所
補
益
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄
傳
）。

（
一
八
）�

伊
藤
敏
雄
は
、
西
晉
の
占
田
・
課
田
制
に
關
す
る
論
に
つ
い
て
、
占
田
と
課
田
と
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
農
民
を
對
象
と
す
る
Ａ
説
、
占
田
と
課
田
と
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
戸
内
の
異
な
る

民
を
對
象
と
す
る
Ｂ
１
説
、
占
田
と
課
田
と
が
と
も
に
同
一
の
民
を
對
象
と
し
、
課
田
が
占
田
内
に
包
括
さ
れ
る
と
す
る
Ｂ
２
説
、
占
田
と
課
田
と
が
と
も
に
同
一
の
民
（
特
に
戸
主
）

を
對
象
と
し
、課
田
を
占
田
の
外
に
設
定
す
る
Ｂ
３
説
の
四
つ
に
大
別
す
る
。
詳
し
く
は
、伊
藤
敏
夫
「
西
晉
の
占
田
・
課
田
制
の
再
檢
討
」（『
中
國
古
代
史
研
究
』
第
五
、雄
山
閣
出
版
、

一
九
八
二
年
）
を
參
照
。

（
一
九
）�

岡
崎
文
夫「
魏
晉
南
北
朝
を
通
じ
北
支
那
に
於
け
る
田
土
問
題
綱
要
」（『
支
那
學
』六
―
三
、一
九
三
二
年
七
月
。『
南
北
朝
に
於
け
る
社
會
經
濟
制
度
』、弘
文
堂
書
房
、一
九
三
五
年
に
所
收
。

一
九
六
七
年
新
装
版
發
行
）。

（
二
〇
）�

以
牧
牛
給
貧
家
、
田
于
苑
中
、
公
收
其
八
、二
分
入
私
。
有
牛
而
無
地
者
、
亦
田
苑
中
、
公
收
其
七
、三
分
入
私
。
皝
記
室
參
軍
封
裕
諫
曰
、
臣
聞
聖
王
之
宰
國
也
、
薄
賦
而
藏
於
百
姓
、

分
之
以
三
等
之
田
、
十
一
而
稅
之
。
…
…
又
量
事
置
官
、
量
官
置
人
、
使
官
必
稱
須
、
人
不
虛
位
、
度
歲
入
多
少
、
裁
而
祿
之
。
供
百
僚
之
外
、
藏
之
太
倉
、
三
年
之
耕
、
餘
一
年
之

粟
。
以
斯
而
積
、
公
用
於
何
不
足
。
水
旱
其
如
百
姓
何
。
雖
務
農
之
令
屢
發
、
二
千
石
令
長
莫
有
志
勤
在
公
、
銳
盡
地
利
者
。
故
漢
祖
知
其
如
此
、
以
墾
田
不
實
、
徵
殺
二
千
石
以
十
數
、

是
以
明
章
之
際
、
號
次
升
平
。
自
永
嘉
喪
亂
、
百
姓
流
亡
、
中
原
蕭
條
、
千
里
無
煙
、
飢
寒
流
隕
、
相
繼
溝
壑
。
…
…
宜
省
罷
諸
苑
、
以
業
流
人
。
人
至
而
無
資
產
者
、
賜
之
以
牧
牛
。

人
既
殿
下
之
人
、
牛
豈
失
乎
。
善
藏
者
藏
於
百
姓
、
若
斯
而
已
矣
。
邇
者
深
副
樂
土
之
望
、
中
國
之
人
皆
將
壺
餐
奉
迎
、
石
季
龍
誰
與
居
乎
。
且
魏
晉
雖
道
消
之
世
、
猶
削
百
姓
不
至

於
七
八
、
持
官
牛
田
者
官
得
六
分
、
百
姓
得
四
分
、
私
牛
而
官
田
者
與
官
中
分
、
百
姓
安
之
、
人
皆
悅
樂
。
臣
猶
曰
非
明
王
之
道
、
而
況
增
乎
。
且
水
旱
之
厄
、
堯
湯
所
不
免
、
王
者

宜
濬
治
溝
澮
、
循
鄭
白
、
西
門
、
史
起
溉
灌
之
法
、
旱
則
決
溝
爲
雨
、
水
則
入
於
溝
瀆
、
上
無
雲
漢
之
憂
、
下
無
昏
墊
之
患
。
…
…
（『
晉
書
』
卷
一
百
九 

慕
容
皝
載
記
）。

（
二
一
）�『
資
治
通
鑑
』
卷
八
十
八 

晉
紀
十 

孝
愍
皇
帝
上
に
よ
れ
ば
、
封
裕
は
封
抽
の
子
で
あ
り
、
卷
八
十
七 

晉
紀
九 

孝
懷
皇
帝
中
に
よ
れ
ば
、
封
抽
の
父
は
西
晉
で
東
夷
校
尉
と
な
っ
た
渤
海

の
封
釋
で
あ
る
。

（
二
二
）�

苑
囿
悉
可
罷
之
、
以
給
百
姓
無
田
業
者
。
貧
者
全
無
資
產
、
不
能
自
存
、
各
賜
牧
牛
一
頭
。
若
私
有
餘
力
、
樂
取
官
牛
墾
官
田
者
、
其
依
魏
晉
舊
法
（『
晉
書
』
卷
一
百
九 

慕
容
皝
載
記
）。

（
二
三
）�

其
五
曰
、臣
以
爲
、①
胡
夷
獸
心
、不
與
華
同
、鮮
卑
最
甚
。
②
本
鄧
艾
苟
欲
取
一
時
之
利
、不
慮
後
患
、使
鮮
卑
數
萬
散
居
人
間
、此
必
爲
害
之
勢
也
。
③
秦
州
刺
史
胡
烈
素
有
恩
信
於
西
方
。

今
烈
往
、
諸
胡
雖
已
無
惡
、
必
且
消
弭
、
然
獸
心
難
保
、
不
必
其
可
久
安
也
。
若
後
有
動
釁
、
烈
計
能
制
之
。
④
惟
恐
胡
虜
適
困
於
討
擊
、
便
能
東
入
安
定
、
西
赴
武
威
、
外
名
爲
降
、

可
動
復
動
。
此
二
郡
非
烈
所
制
、則
惡
胡
東
西
有
窟
穴
浮
游
之
地
、故
復
爲
患
、無
以
禁
之
也
。
⑤
宜
更
置
一
郡
於
高
平
川
、因
安
定
西
州
都
尉
募
樂
徙
民
、重
其
復
除
以
充
之
、以
通
北
道
、

漸
以
實
邊
。
⑥
詳
議
此
二
郡
及
新
置
郡
、
皆
使
并
屬
秦
州
、
令
烈
得
專
御
邊
之
宜
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 
傅
玄
傳
）。

（
二
四
）�

❶
戎
狄
獸
心
、不
以
義
親
、彊
則
侵
暴
、弱
則
内
附
、故
周
宣
有
玁
狁
之
寇
、漢
祖
有
平
城
之
圍
。
毎
匈
奴
一
盛
、爲
前
代
重
患
。
❷
自
單
于
在
外
、莫
能
牽
制
去
卑
。
誘
而
致
之
、使
來
入
侍
。

由
是
羌
夷
失
統
、
合
散
無
主
。
以
單
于
在
内
、
萬
里
順
軌
。
今
單
于
之
尊
日
疏
、
外
土
之
威
寖
重
、
則
胡
虜
不
可
不
深
備
也
。
聞
劉
豹
部
有
叛
胡
、
可
因
叛
割
爲
二
國
、
以
分
其
勢
。



傅
玄「
便
宜
五
事
」考

一
九

去
卑
功
顯
前
朝
、
而
子
不
繼
業
。
❸
宜
加
其
子
顯
號
、
使
居
鴈
門
。
離
國
弱
寇
、
追
錄
舊
勳
、
此
御
邊
長
計
也
。
又
陳
、
❹
羌
胡
與
民
同
處
者
、
宜
以
漸
出
之
、
使
居
民
表
崇
廉
恥
之
教
、

塞
姦
宄
之
路
（『
三
國
志
』
卷
二
十
八 

鄧
艾
傳
）。

（
二
五
）�

渡
邉
義
浩
「
西
晉
に
お
け
る
華
夷
思
想
の
變
容
」（『
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
誌
』
四
八
、二
〇
〇
九
年
三
月
。「
華
夷
思
想
と
「
徙
戎
論
」」
と
改
題
し
て
、『
西
晉
「
儒
教
國
家
」
と
貴
族
制
』、

汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
に
所
收
）。

（
二
六
）�『
後
漢
書
』列
傳
八
十 

烏
桓
鮮
卑
傳
の
論
に
、「
論
曰
、四
夷
之
暴
、其
埶
互
彊
矣
。
匈
奴
熾
於
隆
漢
、西
羌
猛
於
中
興
、而
靈
・
獻
之
閒
、二
虜
迭
盛
」と
あ
る
。
前
漢
で
は
匈
奴
が
脅
威
で
あ
っ

た
が
、
後
漢
で
は
羌
が
猛
威
を
振
る
い
、
靈
帝
・
獻
帝
の
後
漢
末
期
で
は
烏
桓
・
鮮
卑
の
二
虜
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
二
七
）�

後
漢
の
異
民
族
政
策
と
「
涼
州
放
棄
論
」
に
つ
い
て
は
、渡
邉
義
浩
「
後
漢
の
羌
・
鮮
卑
政
策
と
董
卓
」（『
三
國
志
研
究
』
一
〇
、二
〇
一
五
年
九
月
。『
三
國
時
代
よ
り
み
た
邪
馬
臺
國
』、

汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
に
所
收
）。

（
二
八
）�

司
徒
崔
烈
以
爲
、
宜
弃
涼
州
。
…
…
帝
以
問
燮
。
燮
対
曰
、
昔
、
冒
頓
至
逆
也
、
樊
噲
爲
上
将
、
願
得
十
万
衆
横
行
匈
奴
中
。
憤
激
思
奮
、
未
失
人
臣
之
節
、
顧
計
當
從
與
不
耳
、
季

布
猶
曰
噲
可
斬
也
。
今
涼
州
天
下
要
衝
、
國
家
藩
衞
。
高
祖
初
興
、
使
酈
商
別
定
隴
右
。
世
宗
拓
境
、
列
置
四
郡
、
議
者
以
爲
、
斷
匈
奴
右
臂
。
今
牧
御
失
和
、
使
一
州
叛
逆
、
海
内

爲
之
騷
動
、
陛
下
臥
不
安
寢
。
烈
爲
宰
相
、
不
念
爲
國
思
所
以
弭
之
之
策
、
乃
欲
割
弃
一
方
万
里
之
土
。
臣
竊
惑
之
。
若
使
左
衽
之
虜
得
居
此
地
、
士
勁
甲
堅
、
因
以
爲
亂
。
此
天
下

之
至
慮
、
社
稷
之
深
憂
也
。
若
烈
不
知
之
、
是
極
蔽
也
。
知
而
故
言
、
是
不
忠
也
。
帝
從
燮
議
（『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
八 

傅
燮
傳
）。

（
二
九
）�

初
、
郡
将
范
津
明
知
人
、
擧
燮
孝
廉
。
及
津
爲
漢
陽
、
与
燮
交
代
、
合
符
而
去
。
鄕
邦
栄
之
。
津
字
文
淵
、
南
陽
人
。
燮
善
卹
人
、
叛
羌
懷
其
恩
化
、
竝
來
降
附
。
乃
廣
開
屯
田
、
列

置
四
十
餘
營
（『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
八 

傅
燮
傳
）。

（
三
〇
）�

賊
遂
進
囲
漢
陽
。
城
中
兵
少
糧
盡
、
燮
猶
固
守
。
時
北
地
胡
騎
數
千
、
隨
賊
攻
郡
、
皆
夙
懷
燮
恩
、
共
於
城
外
叩
頭
、
求
送
燮
歸
鄕
里
。
子
幹
、
年
十
三
、
従
在
官
舍
。
知
燮
性
剛
有
高
義
、

恐
不
能
屈
志
以
免
、
進
諌
曰
、
國
家
昏
亂
、
遂
令
大
人
不
容
於
朝
。
今
、
天
下
已
叛
、
而
兵
不
足
自
守
。
鄕
里
羌
胡
先
被
恩
德
、
欲
令
弃
郡
而
歸
。
願
必
許
之
。
徐
至
鄕
里
、
率
厲
義
徒
、

見
有
道
而
輔
之
、
以
濟
天
下
（『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
八 

傅
燮
傳
）。
こ
の
他
の
後
漢
に
お
け
る
「
恩
信
」
を
用
い
た
反
亂
平
定
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
隆
一
「
後
漢
時
代
に
お
け
る
反

亂
の
平
定　

―
「
恩
信
」
を
媒
介
と
し
て
―
」（『
學
習
院
史
學
』
五
五
、二
〇
一
七
年
三
月
）
を
參
照
。

（
三
一
）�『
傅
子
』
は
宋
代
以
降
に
散
逸
し
て
お
り
、現
行
本
『
傅
子
』
の
傅
燮
傳
は
、「
傅
燮
字
南
容
、奉
寡
嫂
甚
謹
、食
孤
侄
如
赤
子
」
と
い
う
ご
く
わ
ず
か
な
文
し
か
殘
存
し
て
い
な
い
。
な
お
、

『
傅
子
』
の
篇
名
・
内
容
に
つ
い
て
の
詳
し
い
考
察
は
、
劉
治
立
『《
傅
子
》
評
注
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
を
參
照
。

（
三
二
）�

詔
曰
、
得
所
陳
便
宜
、
言
農
事
得
失
及
水
官
興
廢
、
又
安
邊
御
胡
政
事
寬
猛
之
宜
、
申
省
周
備
、
一
二
具
之
、
此
誠
爲
國
大
本
、
當
今
急
務
也
。
如
所
論
皆
善
、
深
知
乃
心
。
廣
思
諸
宜
、

動
靜
以
聞
也
（『
晉
書
』
卷
四
十
七 

傅
玄
傳
）。

（
三
三
）�

傅
玄
は
、『
傅
子
』
治
體
篇
の
中
で
、『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
十
年
の
「
寬
猛
相
濟
」
に
基
づ
く
「
德
威
相
濟
」
を
自
ら
の
政
治
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
詳
し
く
は
注
（
一
六
）

所
掲
の
拙
稿
を
參
照
。






